
学力向上 健全育成 地域と共に

 

【授業改善の推進】
・指導方法・内容の充実、評価の工夫を図り指導の改善に努めます。
・複数教員、学年合同での指導を進め指導の工夫改善、個に応じた指導の充
実を図ります。
・教師の指導力を高め児童が楽しみにする授業を工夫します。
・見通しを持たせるための時間と個に応じる課題を考えます。

【基礎的・基本的な力の定着】
・基本的な内容については繰り返して学習し、定着を図ります。
・授業時間以外の朝の時間や放課後の時間を有効活用し、学習内容を身につ
けさせます。
・長期休業中には教科内容や発達段階を考慮しながら補習の時間を設定し、
内容の習熟を図ります。
・ご家庭と連携をとりながら、学習習慣を身につけさせます。

【具体的な取り組み】
○個に応じた指導の充実のために
・毎週月曜日放課後に３０分間「ふれあいタイム」を設定し、個別指導の時間と
します。
○基礎的・基本的な力をつけるために
・毎週火曜日の朝１０分間、漢字定着の時間を設定します。
・毎週木曜日の朝１０分間、基礎的計算の時間を設定します。
・毎週金曜日の朝１０分間、全校一斉読書の時間を設定します。
○指導時間の確保のために
・低学年５０時間、中学年４０時間、高学年３０時間以上の余剰時数を学力向上
の時間に充てます。

「真の学び舎」…伝統の中に確かな学び、確かな育ちのある学校

①子どもが育ち　②教師が生き生きと仕事をし　③家庭・地域から信頼される学校

　　　       【道徳教育】
     思いやりのある行動,豊かな感性と心情,人間として心豊に生きぬく力を育み
　ます。
 ・他人への思いやりをもち、お互いの個性や立場を尊重し合える児童を育てます。
・生命尊重の心情を育てます。
【生活指導】
自ら考え，正しく判断し，行動できる能力を育てます。
・一人一人の児童を深く理解し厳しさの中に温かい指導で育成をします。
・健康安全教育の徹底を図り、自他の命を大切にする態度を育みます。
【人権教育】
差別や偏見のない望ましい人間関係をつくり、思いやりと規範意識の高揚を図りま
す。
・良い事と悪い事を見分ける力を育成します。
・共に協力し，励まし助け合う態度を育てます。
・あるがままに相手を受け入れると共に自分の考えを進んで伝えようとする態度を育
成します。
【特別活動】
学校生活の充実と向上を目指します。
・話し合い、協力をもとに問題を解決します。
・縦割り班活動、集会活動でリーダーシップ、フォローシップ、所属感を育てます。
・学校行事で集団行動の望ましい態度、協力姿勢を育てます。
【キャリア教育】
夢や希望を持ってよりよく生きようとする態度と能力を育てます。
・挨拶、返事、係、当番活動をしっかりします。
・学校生活のルールを実行します。
・相手の立場を考え行動させます。
【学校保健】
自分のからだに興味，関心をもち、自分のからだをよく知り、主体的に健康的な生活
を実践する児童を育成します。
【給食指導】
　食事のあり方の体得と食事を通して好ましい人間関係を育成します。
　　・正しい食事、楽しい食事を指導します。また食育を推進します。

【地域を生かした豊富な体験活動】
・１・２年の生活科では、清水公園や犬目山等の地域の自然環境、老人ホー
ムなどの社会的な環境を活用します。
・３年生以上の総合的な学習の時間では、地域の地場産業、川口川の自然の
学習、畑を借りてのイモ・野菜作り、田んぼを借りての稲作など、多くの体験活
動をします。
・毎年同じことを繰り返すのではなく、常によい内容に改善し、また新しい活動
を開発するなど、特色ある体験活動を進展させていきます。
・夏祭りや子ども会行事、地域清掃、春の音楽会等、地域の行事に積極的に
かかわります。

【地域運営学校としての取り組み】
今年度より八王子市地域運営学校モデル校になりました。
・保護者・地域住民・校長及び教職員・卒業生・学識経験者で構成した学校運
営協議会を通して、学校経営計画や教育計画、授業実践、行事等の教育活
動について積極的な提言をお願いしていきます。

【教育支援人材バンク拠点校としての取り組み】
授業支援や学習補助、施設・環境整備等々のボランティアとして活動してくだ
さる方々を公募し、教育活動へのお手伝いをお願いします。
・各教科や総合的な学習の時間、クラブ活動等々、地域の方の力をお借りし
て、充実した教育活動をしていきます。

【保護者との連携】
・聞く力や言葉からイメージする力を育てると同時に、本に対する興味を育て
るために保護者有志による読み聞かせの取り組みをお願いしています。
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